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助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 5年間計画額

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

平成２９年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
7. 土木費 2. 幹線道路整備事業

2. 道路橋梁費

3. 道路新設改良費 道路建設課

（佐倉市）　　

第５章
住環境が整備された住みやすいまちづくり 872,414

平成28年度 260,199

臨時 補助 計画 0 0 143,241 基本施策３
交通環境の整備 平成29年度 176,760

平成30年度 234,324

施策１
安心・快適な道路環境の維持管理を行います 平成31年度 201,131

平成32年度 0

国庫支出金 地方債 その他

78,450 0 0 78,450 △78,450

78,380 159,054 45,180 33,200 0 80,674

臼井田Ⅰ-42号線、直弥Ⅰ-35号線、城内町Ⅱ-14号線、 現状の道路網を踏まえ、アクセス性の向上や渋滞解消な 歩道整備や道路拡幅により道路利用者の安全性や快適性

内田Ⅰ-38号線、飯野Ⅱ-31号線、上志津Ⅱ-25号線、臼井田3-107号線、 どに対応するため、幹線道路の車道拡幅整備や歩道整備を行い、市民生 の向上が図られるとともに、幹線道路網を整備することにより交通渋滞

小竹Ⅰ-4号線、矢橋Ⅰ-11号線、羽鳥I-17号線、交通量調査9ヶ所 活の安心、安全、快適性の向上を図りながら、国県道、都市計画道路を の緩和や交通事故削減を図ります。また、アクセス性が向上することで

軸とした道路網の構築に努めます。 地域間交流が拡大し地域経済の活性化が図られます。　

厳しい財政状況下での公共事業予算の確保は、市 限られた


